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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.84.H.3,1934.

氣 管 枝 性 喘 息 卜結 核 症

A.Ktipper:AsthomabronchialeundTuberculose

結 核 症 ノ氣 管枝 性 喘 息 ヲ 引 キ オ コス 様 ナ 作 用 二就 テ

ハ從 來 鯨 リ研究 サ レテ居 ラ ヌ、然 シ研 究 シテ 見 ルレ ト氣

管枝 性 喘 窟、ガ 初 期 疾 患 デ ア ルレ ト云 フ 場 合 が 多 イ事 ヲ

認 メ ルレ、然 モ結 核 症 ハ 同時 二件 ッテ來 ルレ喘 息 性 號 作 ノ

爲 二不 都 合 ヲ生 フごルレ然 シ 喘 息、ノ方 ハ後 二 登 生 ンタ 結

核 症 ノ爲 二悪 化 ス ルレ事 ハ少 イ。

叉 現 存 ス ルレ氣 管 枝 性 喘 患、ノ後 二 獲 生 シタ 結 核 症 ノ場

合X線 検 査 ノ結 果 獲 作 ヲ引 オ コス場 合 ガ ア ルレ。

著 者 之 二就 テ著 者 自均 ノ及 ビ他 ノ學 者 ノ37例 ヲ例 ヲ

墾 ゲ テ説 明 シテ居 ル。(太 田 抄)

結 核 症 ル 豫 後 測 定 及 診 断 二 封 ス ル ウ エ ル トマ ン

氏凝 固 及 膿 ノ實 際 的 償値

A.Makitra,M.Tyudel:PraktischeWertdesWelt-

manscheKoagulationsbandftirDiagnoseu.Prognose

derTuberkulose.

3年 前 ニ ウエ ルレ トマ ン氏 が 血 清 ノ 凝 固 反 庶 ヲ登 表 シ

テ種 々ノ 疾 患 ノ其 状 態 ヲ 決 定 ス ルレ事 が 出來 ルレト云)ソ

タ6

其 方 法 ハ・5ccm/CaCl2溶 液 ヲ01、0.09、0.08… ・

0.045、0.04、0.035、0・03、0.02、0.01%ノ 女ロキ種

々 ノ稀繹 液 ヲ作 リ各5ccmト ス ル、 然 シテ之 ヲ ナ ラ ベ

テ之 二 〇。1ccmノ 血 清 ヲ「ヘ モ グ ロビ ン」ヲ全 ク除 去 セ

ルレ後 注 入 シ15分 間 重 湯 煎 二入 レ沸 騰 サ セ後 凝 固 スルレ

ノヲ見 ル、然 ン テ各 試 験 管 ノ濃 度 ノ順 二何 本 目迄凝 固

ス ルレカ ヲ見 ル方 法 デ アル。

然 ンテ健 康 血 清 デ ノ・6-7本 迄(0.1-0。045%)凝 固 ス

ルレo

然 シテ之 ヲ凝 固帯 ノ短 縮 及 延 長 ト構 ス ルレ。

短 縮bハ 帥 初 メ ノ6--7本 以 前 二不凝 固 ニナ リ延長1・

・・夫 レ以 下 ノ 濃 度 ノモ ノ迄 凝 固 ス ルレノ意 デ アルレ短 縮

バー 般 二急 性 炎 症 性 疾 患 及 状 態 ノ時 ニ オコ ルレ即(急 性

肺 炎 肋膜 炎 滲 出型 結 核 症 等)。

延 長 トハ慢 性 繊 維 性 結 核 症 叉 ハ肝 臓 實 質 疾 患 、心臓 性

失 調 症 等 ノ時 ニ オ コ ルレ。

著 者 ・・110例 ノ結 核 患者 二就 テ行 ヒ、 各10同 宛 行 ヒ

テ、 赤血 球 沈 降 反磨 ト比 較 ンテ ヰ ルレ。

200例 行 フ モ 中110例 ・・1年 一2年 ノ長 期施 行 シタ。

早期 疾 患 ノ場 合 バ ー 般 二 赤 血 球 沈 降 反 磨 ヨ リ不 正 確

デ アルレ慢 性 結 核 症 ニ ハ比 較 的良 好 デ ア ルレ。(太 田抄)

肺 結 核 症 判 定 ル 爲 ノ 皇 三 ル トマ ン氏 及 庶 ノ 債 値

二就 テ

Dissmann:VberdenWertderWeltmanscheRea-

ktionderBeurteilungderLungentuberculose.

著 者 ・・274例 ノ 肺 結核 患 者 、及9例 ノ 非 結 核性 肺 疾

患、 及24例 ノ健 康 者 二就 テ ウ エル!トマ ン氏 反 磨 ヲ行

ツ タ、 同数 ノ・全 禮 デ605同 デ ァ レ。

健 康 者 デ ハ皆0.4-0.5%迄 デ ア ルレ。

滲 出性 炎症 性 疾 患 ノ場 合 ハ皆 短 縮 シ、中 ニハ全 ク不 完

全 凝 固 ヲ示 ンタ。

繊 維 性 乾 酪 性 結 核 症 叉 ハ 繊 維 性 空 洞 性 結 核 症 ノ場 合

バー 般 二共 間 漱 時 ニ ハ7F常 値 ヲ示 シ、最 高0.3%迄 凝

固 ンタ、 赤血 球 沈降 反 膳 トハ 全 ク亭行 ス ル トバ カ ギ

ラ ヌ、炎症 性 疾 患 ノ場 合 ニハ 赤沈 反慮 ヨ リモ其 剣 定 上

確 實 サ ガ ア ルレト云 ツ テ ヰ ルレ。(太 田抄)

肺 尖 ノ逼 氣 状 態 二就 テ ル横 隔 膜 ル影 響 二就 テ

F.R.Partearroyo,B.Roderiguez:UberderEinflu-

ssdesZwerchfellsaufdieDurchltiftungderLung-

enSPItze。

1912年 ニ オ ルレソス ガ 横 隔 膜 機 能 ノ學 説 ヲ 骸 表 ン テ以

來 呼 吸 作 用 ノ機 能 二就 テ ノ・種 々 ノ議 論 ガ ア ルレ、一 般 二

肺 尖 ハ通 氣 ガ不 充 分 デ ア ルレ ト云 ハ し・ルレが オ ルレソス ハ

横 隔 膜 ・・吸 期 二於 ケ ルレ機 能 ノ爲 二 肺 尖 ハ 最 良 ノ遮 氣

部 デ ア ルレ ト云 フ、叉 他 ノ學 者 ハ 肺臓 ノ前 面 及 上 部 ハ胸

隔 蓮 動 ノ爲 二 作 用 サ レ下 部 及 背 部 ハ 横 隔 膜 蓮 動 ノ爲
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二 作 川 サ レ ルレ ト云 フ
。

抄

著 者 之 ニ オルレソス ノ實 験 ヲ 再 験 シ叉X線 検 査 ヲナ シ

テ横 隔 膜 運 動 ハ 上 下 ノ ミナ ラ ズ 卒 行 ニ モ 動 クモ ノデ

ア ルレ爲 二肺 臓 ノ下 部 ・・皆、横 隔 膜運 動 ノ爲 二動 ク が肺

尖 ハ然 ラ ズ ト云 フ。(太 田抄)

仰 臥 中 肺 臓 ル 正 常空 氣 包含 量 二 封 ス ル 腕 枕 位 ル

影 響 二就 テ

Zoboli!Carlo:F.influssderArmhaltungaufdie

NormalekapazitatimLiegen .

肺 臓 ノ正 常 空氣 包 含lrレ ・雫 常 呼 期 ノ 終 リ』 於 ケ ルレ肺

臓 ノ量 デ定 メ ラ レル。

然 ル ニ坐 位、 立位 ノ時 二比 シテ 臥位 二 於 テ ・・209。 位

減 ジ テ居 ルレ、 然 ルレニ腕 ヲ頭 ノ下 二 入 レルレ(手 枕 臥位)

位 置 ヲ トルレ時 ・・李常 臥 位 ノ包 含量 ヨ リ培 加 ス ルレ、著 者

之 ヲ リユッピ と翌 氏 装 置 ニ ヨ ツ テ實 験 シク。(太 田抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル血清 中 「Fリ プ トフ7シ 」量 二就

テ

FrickAdeler:OberderTryptophangehaltinBlut-

serumbeiLungentuberculose.

血 清 中 ノ 「トリプ トファン」昼 ハ 正 常1.9-2.6タ 。1・云

ハ レテ居 ル、著 者 ハ之 ガ結 核 症 ノ豫 後 決 定 二役 立 ツ ト

ノ見 地 ヨ リ1932年 秋 ヨ リ實 験 シタ、 方 法 ハ色 素 計 ヲ

用 ヒテ定 量 的 測 定 ヲナ フ・Wohlheil氏 法 、167例 二就

テ行 フ、 健 康 男 ノ値 ・・1.25mg-1.63mg% 、 干 均 値

1・38mg%デ ア リ、 健 康 女 デ ハ1.36-1.94mg% 、

(1・6mgク6)デ ア リ、婦 人 ハ男 二比 ンテ稽 ζ高 イ ト云 ・・

ンル 通 リデ アルレ。

此T.G・(「 ト リプ ド フγン」量)ハ 結 核 症 ノ振 大及 悪 化

二件 ツ テ増 加 ヌ ルレ、S・R・(赤 血 球 沈 降 反 鷹〉ト比較 ス

レバ 、男 ノ・81・4%二 女 ・・68.7%ニ ー 致 ス ルレ、T.G.

高 値 ・・正 常SR.値 ニ モ 拘 ラ ズ、 女 デ ハ時 々二 見 ラ

レタ 、肋 膜 炎 二於 テ ハ著 明 ナT.G.高 値 ヲ得 、 李 常

状 態 ヘ ノ復 蹄 ・・S.R.二 於 ケ ルレヨ リモ 早期 二T.G.

ノ方 ガ反 慮 ス ルレ、 然 シテ長 イ間T・G.ノ 高 キ ハ病 勢

ノ進 展 ヲ示 ン 然 シ 大 膿 二於 テ ・・S.R .ヨ リ・・ルレカニ

優 レタ ルレモ ノ トハ認 メ難 イ。(太 田 抄)

停 止 性 及 ビ 進 行 性肺 結 核 症 二於 ケ ル 赤血 球 沈 降

及 雁 ルi豫後 決 定 的 債 値 二就 テ

H.MUIIe・ ・Obe・diepr・gn・ ・ti・cheBedeulungder

SenkungsreaktionderroteBlutk6rperchenbeistill-

stehendenundfortschleitendenFallederLungentu。

berculose.
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肺結 核 症 ト決定 シタ 患 者 ノ ミヲ集 メ テ 赤 沈 反 慮 ヲ行

ヒ、赤 血 球 沈 降 反 魔'・肺結 核 症 ノ豫 後 決 定 二 ・・全 ク確

實 ナ債 値 ハ ナ イ1・云 フ テ ヰ ルレ。

赤 沈 反磨 ハ 臨 肱 的症 歌 ニ ー・致 セ ズ ンテ 高 値 ニ ツケ低

値 ニ ツ ケ攣 動 が アルレ。

故 二1同 丈 ケ ノ値 ヲ以 テ シテ ・・決 定 セ ラ レヌ。

然 シ之 ヲ逐 時 的 検 査 ニ ョルレ時 ハ 赤 沈 速 度 ガ邊 延 セル

時 ハ豫 後 ハ良 好 デ ア リ、豫 後 不 良 ノ時 ハ速 度 が急速 ト

ナ ルレ、 叉 治 療 中 ソノ剣 断 ノ 目標 トス ルレニ ノ・良 イ、例 ヘ

バ横 臥 療 法 トカ 人 工 氣 胸療 法 叉 ハ 特 殊性 非 特 殊性 療

法 等 ノ時 ハ 李 常値 二近 付 ク 程 敷果 ヲ 認 メ ラ レルレ事 ト

ナ ルレ。

然 シ 叉座 縮 療 法 ニテ ・・最 初 急 速 二 下降 ス ルレ場 合 がア

ルレ、 之 ハ 破 壊物 質 が 吸攻 セ ラルレ ・ニ ヨルレト考 ヘ ラ レ

ルレ、 叉 、「ワ ク チ ン」療 法 等 ニ テ下 降 ス ルレ場 含 ハ注 射 ノ

後 、 皮 膚 二局所 的 炎 症 ヲオ コ ス ⊇ ヨ ルレト考 ヘ ルレ。

女 ・・月経 前 或 ハ 月経 中 二 動 鑑 ヲ 來 ス事 ガ ア ノレ故 二赤

沈反 磨 ハ女 デ ハ之 ヲ考 慮 セ ネ バ ナ ラ ヌ ト。(太 田抄)

結 核 ノ 「ア レル ギ ー一!卜冤 疫

J.Sieg1:Allergieu.ImmnitatbeiderTuberkulose .

著 者 ハ結 核 ノ 免 疫 ト 「ア レルレギ'一一Jト ノ關 係 二 就 テ海

狸 ヲ用 ヒテ實 験 シタ、帥 著 者 ハ結 核 感 染 動 物 ヲ漸 次 高

濃 度 「ッ ベ ルレク リ ン1ニ テ 非 感 作llk態 ニ セ シメ テ「ッベ

ルレク リン」過 敏 性 ト免 疫 トヲ ー一定 ノ間隔 二離 レサ シメ

ルレ事 が出來 ルレ ト云 ッ テ キ ルレ。

郎 、動 物 ハ奮 「ツ ベ ルレク リ ン」ノ大 量 ヲ用 ヒテ非 感 作 獣

態 トナ シ1ccmノ 「ッ ベ ルレク リ ン」ニ モ不 感 受 性 ニ ナ

ルレ、然 ルレ時 之 二再 感染 ヲナ ス ト之 ヲ然 ルレ如 キ操 作 セ ザ

ルレ即非 感 作 性 ニ ナ サ ザ ルレ結 核 動 物 二於 ク ルレモ ノ トコッ

主氏 現 象 ハ 同 ジ様 二示 ス、即 同様 ナ免 疫 度 ヲ示 ス、 然

モ之 ハ 「・Y.・ツ ク」死 二i封ス ルレー 瞬 時 的 現 象 デ ハ ナ ク
、

爾 縫 績 シテ抵 抗 力 ヲ有 ス ルレ、然 シコ ノ動 物 ノ生 命 ハ非

感 作 朕 態 ノ長 ク縫績 二關 係 ガ ア ルレ、即 チ カ ・ルレ蜴 合 ハ

動物 ノ壽 命 ヲ短 縮 セ シ メルレ。

之 ヲ以 テ見 レ バ 結 核 ノ 「ア レルレギー 」1・屍疫 ト・・共 二

互 二相 虹 行 シテ 存 ス ルレ事 實 デ アツ テ 相 結 合 的相 互關

係 二非 ズ ト、然 シナ ガ ラ共 二第 一 次 感 染 ノ結 果 二依 ソ

テ ノ ミオ コルレ、故 二「ア レルレギ ー」バ カ ク ノ如 ク減 退 セ

シメ ラ レルレガ免 疫 性 ハ永 ク保 存 サ レルレモ ノ デ ア ルレ。

(太 田 抄)

人 工 氣 胸 術 二於 ケル 水 素 「ガ ス」ル肋 膜透 過 力

BesteBruno:DieDurchl註ssigkeitderpleuraftir
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WasserstoffbeiKiinstlichenPneumothorax.

著 者 バ ク壬 ッピ ング氏 装 置 ヲ用 ヒテ、 最 初水 素 「がス」

ヲ10-20%二 混 ジ タ空 氣 ヲ呼 吸 セ シメ テ 人 工 氣胸 ヲ

行 ヒ後 ニ コ ノ空 氣 ヲ除 去 シ 之 ノ水 素 「がス」ヲ定 量 シ

j又反 封 二水 素 「が ス」混 入 空 氣 ヲ 以 テ 人 工 氣胸 ヲナ シ

後 之 ヲ除 去 シテ 水 素 「が ス」ノ量 ヲ定 量 ス ル 時 ・・共 二

水 素 「がス 」ハ 肋 膜 ヲ 透 過 シテ 出 ヅ ル事 ヲ認 メ得 ルレ故

二之 ヲ用 ヒ テ人 工 氣 胸 時 、肋 膜 空 氣 透 過 力 ヲ測 定 ス ルレ

事 ヲ得 ルレト。(太 田抄)

微 量培 養 法 ヲ 用 ヒテ 抗 酸性 菌 ル成 長 二 就 テ ノ實

験

A.Mayer:UntersuchungenUberdasWachstum

SaurefesterinMikrokultur.

著 者 ノ・Timotheebacillen及 チ ー デ マ ン氏 ガ脈 絡 網 膜

炎 ノ 患 者/血 液 カ ラ トッ タ ト云 フ 抗 酸 性 菌 等 種 々 ノ

抗 駿性 菌 ヲ 用 ヒ テ 微 量培 養 操 置 ニ ヨ ソ テ 培養 基 ・・ロ

=ゼ ンス タ イ ン、ルレベナ ウ氏 二從 ッ テ造 ツ タ液 状 培 養

基 デ ア ルレが、之 ヲ行 ツ タ、結 核 菌 ハ微 量 滴 ニ テ ハ極 メ

テ僅 ノ生 育 ヲ見 タ ノ ミデ アルレ、之 ・・水 蒸 氣 ノ飽 和 ニ ヨ

ルレ物 理 的條 件 ニ ョルレモ ノ ト考 ヘ ラ レルレ、叉 生 育 ンテモ

極 微 少 コ ロニ ー一シ カ認 メ ラ レ ヌ、 叉 抗 酸 性Timotheb・

acillen・ ・抗 酸 性 ヲ消 失 ス ルレ、 此 微 量 培養 法 デ ・・無 数

ノ退 化 型 ノ菌 ヲ見 ラ レルレ。

然 ンテ 此 微 壁培 養 法 ニ ハ 絵 程 ノ注 意 ヲ 必 要 トス ルレ、

何 トナ レバ他 ヵラ 微 細 ナ 異 物 が混 入 ス ルレ事 が多 イ故

デ アルレ、 然 ル 時 二非 常 ナルレ間 違 ヲ生 ジ易 イ。

(太 田抄)

外 傷 性 肺 結 核 症 」1例

LiuseRickers:EinFallvontraumatischerTuberku・

lose.

著 者 ハ自 分 ノ病 院 二於 テ 輕 症 デ ア ツ タ者 然 モ 殆 ン ド

治 癒 二近 キ状 態 デ ア ッ タ ノニ 之 が 傷 害 ヲ ウケ タ コ ト

ノ爲 二悪 化 シタ例 ヲ報 告 シテ居 ルレ。

帥37歳/屠 殺 者 デ今 日迄 殆 ン ド健 爽 デ ア ツタ ノガ或

時 、獲 動 機 ノ車 輪 ニ テ外 傷 ヲ ウケ人 事 不 正 ニ オ チ入 ツ

タ、 然 シ テ其 時血 疾 ヲ生 ジ タ、 然 シテ3-4ケ 月間 ハ

稽 ミ良 好 ナ リ シモ 喀 血 ヲオ コ ンテ 結 核 が 悪 化 シタ ト

云 フ ノデ ア ルレ。(太 田抄)

亘 大 肺 尖 空洞 ル虚置

F.Michelsson:ZurBehandlunggrosserSpitzenka-

verne.

著 者 ・・Kleesattelが 肺 尖 ノ空 洞 ノ]:一術 的 療 法 二封 ン

テ、第1肋 骨 ノ全 切 除 が必 要 ナ ルレコ ト ヲ記 ン テ居 ルレが

著 者 ハ 胸 廓成 型 術 ノ 本來 ノ 目的 トス ルレ所 バ カ ・ルレ大

部 分 ノ ニ胸 廓 ノ 虚 脱 が 必 要 ナ ノ デ ハナ ク 内 ノ肺 臓 二

盧 脱 ヲ及 ポ ス コ トが 目的 デ ア ルレト ノ 見 地 ヨ リ 僅 カ ノ

ー 部 分 的切 除 ニテ 充 分 ナ ルレコ トヲ 説 イ テ居 ルレ 然 シテ

之 二肺 尖 剥 離 ヲ 行 フコ トニ ヨ ツテ 肺 尖 空洞 ヲ縮 メ コ

トが 出來 ル ト云 ツ テ居 ル。(太 田 抄)

BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.84,H.4,1934.

新 物 質 二俵 ル 肋 膜 外 充愼 法 ノ實 験

Schmidt,P.G.,VersuchemiteinerneuenMasse

zurextrapleuralenPlombierung.(Chirurg.Klinikd.

UniversittitRostock-Direktor:Prof.W.v.Gaza).

筈者 ハ 充 填物 質 ト ンテ、「ゼ ラチ ン」ヲ圭 ト シ、之 二蝋

叉 ハ 「ス テ ア リ ン」、 或 ハ澱 粉、 「チヱルレロー ゼ」等 ヲ加

ヘ タ モ ノ ヲ用 ヒタ.

實 験 動 物 ハ犬 、 及 家 兎 ヲ用 ヒ、 充填 物 質 ヲ肋 膜 外 、筋

内 、筋 膜 下 二入 レタ。 而 シテ14日 乃 至2-6個 月 ノ後

動 物 ヲ殺 シ、充 填物 ト其 周 国 ノ組織 ヲ取 リ之 ヲ組 織 學

的 二検 索 シタ。

爾 之 ト比 較 ス ルレ爲 二Baer氏 「パ ラ フィン」充 填 法 ヲ施

シタ動 物 モ アルレ。

帥 、 動 物 實 験 二於 テ、 小 サ イ 「・ぐラ フィン」充 填 デ ノ・、

被 嚢 形 成 ヲ來 ヌ ト共 二、屡 く充填 物 質 ノ完全 ナ有 機 化

ヲ來 ス コ トヲ確 カメ タ。

荷 著 者 ハ「パ ラ フィン」充 填 ヲ施 ンタ 患 者例 二於 テ、 其

充 填 物 質 除 去 後 之 ヲ 組 織學 的 二 槍 索 ス ルレ機 會 がア ツ

タ。 コ ノ丙1例 ハ、氣管 枝 槻 張症 ヲ有 ス ルレ者 デ 、1000

瓦 ノ「パ ラ フィン」ヲ充 填 ン、9週 ノ後 之 ヲ除 去 ・YタPt

が、充填 物 ハ厚 イ結 締 織 ノ被 獲 二包 マ レ、 爾 充填 物 ノ

内 部 ニ モ結 締織 ノ壇 殖 シテ ヰ ルレノ ヲ見 タ。

著 者 ハ、 充 填 物 質 ト シテ、其 製 造 、使 用 法 が容 易 デ ア

リ、 且 有 機 化 モ容 易 二起 ルレ鮎 二於 テ 「パ ラ フィン」二勝

レタ モ ノ ヲ考 案 シタ。 而 シテ コ ノ 目的 ニハ蝋 「ゼ ラチ

ン」充 填 が適 合 ス ルレコ ト ヲ確 カメ タ.

之 ハ組 織 二何 等 ノ障 碍 ヲ與 ヘ ナ イ。而 シ テ充填 物 ノ周

圃 ニ ハ強 度 ノ被 嚢 形 成 が起 リ、充填 物 内部 ニモ結 締 織
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堆 殖 ヲ來 ス。

蝋 バ カナ リ不 攣iノ儘 二止 マ ツテ ヰ ルレが、「ゼ ラチ ン」ハ

漸 次 吸 攻 サ レルレ。 而 シテ 之 ハ 結 締 織 二依 リ置 換 サ レ

)レ。 然 シ乍 ラ吸 敢 ニ ヨツ テ充 填 物 ノ縮 小 ヲ來 シ、充 填

ノ敷 果 ヲ失 ツ タ場 合 ヲ見 ナ カ ツ タ.

コ ノ蝋 「ゼ ラ チ ン」充 填 法 ハ手 術 二適 ス ルレ
。コ ノ際 充填

物 ハ膿 内 二止 マ ツ テ ヰ ルレ。若 シ充 填 ガ軍 二肋膜 ノ癒 著

ヲ來 サ セ ルレ目的 ニ ノ ミ用 ヒ ラ レルレ時 ハ 、ソノ有 機 化 ニ

ヨ リ其 充 填物 ヲ後 二除 去 ス ルレコ トガ 困難 トナ ルレ。

次 二、蝋 以 外 ノ物 質 ヲ加 ヘ タ他 ノ3種 ノ充 填物 ハ共 刺

戟 ヤ、 分解 作用 ノ欝 二、 充堤 物 質 トシテ 適 當 デ ハ ナ

イ。

種 々 ノ充 填 物 質 ヲ川 ヒ タ場 合 二、生 ズ ルレ特 有 ナ細 胞 ノ

型 ・・注 目 ス 可 キ デ アルレ。之 ・・恐 ラ クハ 充 墳物 質 ノ吸 牧

二依 ツ テ起 ルレ組 織 反磨 二關 係 ス ルレモ ノデ ア ルレ。

蝋 「ゼ ラチ ン」充 堤 ハ 亦 組織 嵌 損 部 ノ 成形 的被 覆物 ト

ンテ推 奨 スルレコ トガ 出來 ルレ。(黒 丸抄)

種 々 ナ ル 型 ル結 核 症 ル 「ツベ ル ク リ ン」刺 戟 二封

ス ル笈 雁 作 用 二就 テ

KarlA。Bock:UberdieReaktionsfahigkeitversch・

iedenerFormenvonTuberkulose.aufTuberkulinr-

eize.(Med.KlinikTUbingenu.d.Tuberkulosef廿rso-

rgestelled.Klinik.Vorstand:Prof.Dr.Otfried

Mifller>.

著 者 ハ結 核 症 患 者 二於 テ、最 小 毛細 血 管 ノ検 査 ヲ ナ ス

コ トニ 初 、「ツ ベ ルレク リ ン」刺 戟 二封 ス ル 毛細 血 管 ノ

反 慮 ガ 、肺 結 核 症 ノ種 々ナ型 二於 テ異 ナ ル コ トヲ詮 明

ンタ。

實 験 ノ・爪溝 毛 細 血 管 二就 テ行 ツ タ。帥 チ墜 眼 顯 微 鏡 ヲ

用 ヒ、特 別 ノ装 置 二依 リ、顯 微 鏡下 二於 テ、 組 織 内 二

正 確 ナ 「ツ ペ ルレク リ ン」注 射 器 ヲ以 テ4/100mgノ 「ソ
リ

ベルレク リ ン」ヲ毛細 血 菅 ノ周 園 二 注 入 シ タ。 コ ノ方 法

二依 リ、種 々ナ ルレ型 ノ結 核 症 患 者 二就 テ實験 シ、且 爪

溝 ノ毛細 血管 ノ鴇 眞 ヲ撮 影 ンタ。

コ ノ實 験 ノ結 果 、毛 細 管 ノ反 鷹 ノ著 シ ク異 ナ ルレ/ハ 、

肺 結 核 症 ノ病 機 二 關係 ス ルレ。即 、輕 度 ノ増 殖 性 結 核 症

デ ノ・反 慮 ガ輕 度 デ ア ルレガ、滲 出性 ノ場 合 ニ ハ反 磨 著 明

デ ア ルレ。 コ ノ 毛細 血 魯 ノ 反 鷹 トハ 毛 細 血 管 ノ振 張 蛇

二i透過 性 ノ培 加 デ ア ルレ。

末梢 血 管 が結 核 薗 毒 素 二樹 シテ過 敏 性 ガ少 ク、極 小 毛

細 血 管 ノ相 當 ナ 振 張 ヲ 來 サナ イ ノノ・治 癒 傾 向 ノ著 シ

イ輕 度 二経 過 スルレ肺 結 核 症 デ アツ テ、毛 細 血 管 ガ著 シ
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ク機 張 ス ルレノハ悪 性 ノ結 核 症 デ ア ルレ。

毛 細 血 管 ノ 反慮 ハ、恐 ラ 〃ハ毛 細 血 管 ノ内皮 細 胞 ノ異

常 ナ刺 戟 性 二依 ルレモ ノデ ア ルレカ"、亦Fr.Krausノ 意

義 二於 ヶ ルレ植 物 性 祠1縄系 統 ノ影 響 モ著 シ イ。

著 者 ハ毛 細 血 管 ノ著 シ イ透 過性 二i封 ン、圭 要 ナ動 機 ヲ

「ア レルレギ ー」性 膣 質 二置 イ テヰ ルレ。(黒 丸抄)

急 速 二治 癒 セ ル早 期 空 洞 ル1例

TevfikSalim:EinFallvonraschausgeheilterFrtレ

hkaverne(II,Med.Klinik,KrankenhausGurebain

Istanbu1.-Direktor:Prof.Dr.TevfikSalimPascha).

42歳 ノ男 、 症 状 ヲ 呈 シテ カ ラ8日 目 二 診 察 ヲ シタ。

「v」線 検 査 二 依 リ
、右 第4ヨ リ第6肋 骨 二亘 リ、 鶏 卵

大 ノ圓 形 ノ境 界 鏡 利 ナ早 期 空 洞 ヲ認 メ タ。空 洞 内 二液

膿 水 面 が 見 プ レ、 喀 疾 中結 核 菌 陽 性 デ ア ソ タ.

「レ」線 ・瞼査 後8日 目人 工 氣胸(空 氣 景150ccm)ヲ 施

シ、其 翌 々 日第2同 目氣 胸(空 氣 量350ccm)ヲ 施 シタ.

其 後4日 二 ・Yテ「レ」線 検 査 ヲナ ス ニ空洞 ・・見 エ ズ、滲

潤 モ カナ リ減 少 ンタ。其 後 夏 二1週 間 後 二「レ」線 検査

ヲ ナス ニ空 洞 ・・全 ク清 失 シ、共 部 分 二輕度 ノ浸 潤 ヲ見

ルレノ ミデ ア ッタ。 咳 漱 、喀 疾 ハ消 失 シタ。 患 者 ハ 間 モ

ナ ク作i業可能 トナ ツ テ退 院 シタ。退 院 後9個 月 二 亘 リ

14日 毎 二規 則 的 二 診 察 シ テヰ ルレが、 良 好 ナ 状 態 ヲ保

ツ テ ヰルレ。

著 者 ハ,コ ノ様 ナ例 、帥、 早 期空 洞 、 」又ハ早 期 浸 潤 ノ

患 者 二於 テ、氣 胸 療 法 ヲ長 時 日績 ケ ルレ結 果 、其 後 ノ時

期 二於 テ合 併 症 ヲ起 シ、治 癒 ヲ困 難 ニス ノレコ トがナ イ

襟 二、一 時 的 ノ氣胸 ヲ行 ソ テ 、其 後 持 績 的 二観 察 ス ル

ト云 フ問 題 ヲ提 供 ンテ ヰル。(黒 丸抄)

徽 毒 卜肺(臨 躰 的 研 究)

A.V.v.Frisch:LuesundLunge(EineKlinische

Studie)(II.Med.Univ.・KlinikinWien.・Vorstand:

Prof.Dr.N.v.Jagic).

著 者ハ剖 検 ヲ飲 ク ガ、臨 抹 的 検 査 二俵 リ、肺 徽 毒 ト診

噺 サ レタ16例(肺 徽毒 ノ ミ5例 、 肺 徽 毒 ト肺 結 核 症

合 併 セ ルレモ ノ7例 、 肺 徽 毒 叉 ハ 肺 腫 瘍4例)ノ 病 歴 ヲ

墾 ゲ、 「レ」線 爲 眞 ヲ示 シ、 次 ノ様 二云 ソ テ ヰ ルレ。

肺 微 毒 ノ症 候 ・・肺 結 核 症 ノ種 々ナ型 二類 似 シテ ヰ ルレ。

成 書 二於 テ定 型 的 ナ 徽 毒 トシテ 暴 ゲ ラ レテ ヰ ルレ 「レ」

線 像 ノ、極 ク稀 デ アルレ。 多 ク ノ場 合 、「レ ン トゲ ン」的 及

臨 林 的 ニ ハ結核 症 ト全 ク同 一 デ アルレ。

特 有 ナ症 候 トシ テ ・・、 完 全 ナ 「ッ ベルレク リ ン、 ア 子ルレ

ギー」デ ア ル。
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剖 検 所 見 二依 ツ テ サ へ、肺 二徴 毒 ト結 核症 が同 時 二存

ス ルレトキ ニ、必 ズ ンモ 常 二之 ヲ明 カ ニス ルレコ トが出 來

ナ イ コ トが ア ルレ。 從 テ コ ノ様 ナ場 合 、臨抹 的 ニ ハ多 ク

ハ 蓋 然 的 診 断 ニ モ成 功 シナ イ。特 二徽 毒 ハ屡 ζ結核 症

ノ経 過 ヲ非 定 型 的 ニ ス ルレ。

肺 結 核 症 ノ症 候 ノ多 様 デ ア ルレ場 含 二、肺 結 核 症 二封 ス

ルレ徴 毒 ノ良 好 ナ叉 ハ 不良 ナ 影響 ノ剣 定 ハ、其 例 ノ元 ノ

病 型 、 豫 後 、 蛇 二 其 後 ノ縄 過 二 關 ンテ/ミ 可 能 デ ア

ルレo

併 シ乍 ラ徽 毒 ハ 屡 ζ結 核 症 二 封 シテ 不 良 ナ ルレ影響 ヲ

與 ヘ ル之 ・・反i封 ナ観 察 、部 、騙 徴療 法 ノ影 響 ヲ見 ルレコ

トニ依 ツ テ ワ カルレノデ アルレ。肺 徽 毒 ト肺 腫 瘍 ノ鑑 別 診

噺 ヲ要 ス ルレ様 ナ 場 合 二 ・・多 ク ・・肺 腫 瘍 デ アルレコ トガ

経 験 上 謹 明 サ レタ。(黒 丸 抄)

肺 結 核 症 ル金 療 法 二就 テ

W.BoernerundM.U.C.R.Mal16:UberGoldbe-

handlungderLungentuberkulose(AbteilungfUrLun-

genkranked.LandeskrankenhausesinGraz.・Vorsta-

nd:PrimariusDr.W.Boerner'1.

著 者 ・・Solganal.SolganalB.SolganalBoleosum等

ニーヨ リ24假 吐ノ患 者 ヲ治療 シつタ。

適 晦症 ハ 増 殖性 ノ患 者 二限 リ、多 クハ雨 側 性 ノ進 行 セ

ルレ病 期 デ、 コ ノ内20例 ハ空 洞 ヲ 有 ス ルレ例 デ ア ツタ。

是 等 ノ藥物 ノ用1翫レ ・比較 的 少 ク シ、長 時 日治 療 ヲ績 ケ

ルレ,コトが出 來 ルレコ トニ儂 値 ヲ置 イ タ.

治 療 例 中 、17例 ・・良 好 二経 過 シ、 熱 下 降 、 理 學 的 症

候恢 復 、上 線 二於 テ空洞 ノ縮 小、索 條 蛇 二窺 絞 状 陰 影

ノ鋭 攣i化 ヲ見 タ。

3例 ・・病 勢 ノ進 行 ヲ止 メ得 ナ ヵ ツタ。

中毒 症 状 ト ンテハ 、2例 が急 速 ノ、一 時 的 ノ蛋 白尿 、

1例 ・・頑 固 ナ喀 血 ヲ來 シ、3例 ハ治 療 ノ始 メ ニ 烈 ジイ

下痢 が起 ツ タ。(黒 丸抄)

墓 「ツベ ル ク リ ン、、 及Ropionノ 併 用 治 療 二依

ル急 速 ナ ル空 洞 ル治 癒

HeinrlchMayrhofer:RascheKavernenheilungnach

KombinierterAlttuberkulin・Lopionbehandlung(III.

Med.Abt.d.WilhelminenspitalsinWien.・Vorstand:

Prof.Dr.WilhelmNeumann).

著 者.、薄 「ソ ベ ルレ〃 リ ン」ト、Ropion(金 製 劃)ノ 併 用

ニ ヨ リ38例 ハ患 者 二治療 試験 ヲ試 ミタ。

著 者 ノ患 者例 ハ輕 症 デ、肋 膜 癒 著 ノ爲 二氣胸 療 法 が出

來 ナ カ ツ タ例 デ ア ルレ。
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治 療 ノ結 果 、1S例 ハ経 過 良 好 、20例 ハ影 響 ガ 見 ラ レ

ナ カッ タ。 経 過 良 好 例 ノ 大 部 分 ・・急速 ナ ルレ恢 復 ヲ示

ン、 空 洞 ノ縮 小 ヲ來 シタ。

コ ノ治 療 二於 テ好 結 果 ヲ來 シタ ノ・・、空 洞 ガ小 サ ク、

大 キナ浸 潤 ノ無 イ例 デ ア ルレ。爾 特 二重 大 ナ ノ・・空 洞 ノ

位 置 デ アツ テ、肋 膜 二近 イ所 二存 ス ルレ場 合 二好 成 績 ヲ

得 タ。

著 者 ハ本 療 法 ヲ施 シ、1個 月後 著 明 ナ 空 洞 ノ縮 小 ヲ來

ンタ2例 二就 キ 、病 歴 並 ニ レ ン1・ゲ ン爲 眞 ヲ掲 ゲテ ヰ

ルレo

著 者 ・・本 療 法 ・・既 二存 セ ルレ治 癒 機 嬉 ヲ速 進 シ、高 メ ルレ

モ ノデ アルレ ト述 べテ ヰ ルレ。 ζ黒 丸 抄)

全 内臓 韓 位 症 二於 ケ ル氣 管 枝 捜 張 症(蛇 二 氣 管 枝

援 張 症 ル病 因 二就 テ)

KurtNusselu.HeinrichHelbach:Bronchiektasien

beiSitusvisceruminversustotalis(Zugleichein

BeitragzurPathogenesederBronchiektasien)(Tub-

erkulose-Kinlerheilst乞tteWaldesheim,LVA.Rhein・

provinz.-Chefarzt:Dr.KurtNtissel).

著 者 ・・2例 ノ全 内臓 輔 位 症 例(14歳 男 及13歳 女)二 就

テ報 告 シテ ヰ ルレ。2例 共 氣 管枝 振 張 症 ヲ 合 併 シ テヰ

ルレ。 此 内1例 ハ 同時 二 鼻 息 肉症 及 副鼻 疾 患 ヲ持 ソテ

キ タ.鼻 ノ疾 患 ヲ 合 併 ・yナイ1例 ハ 氣 管枝 振 張症 ガ

後 天 的 ノモ ノデ ア ルレコ トカ"知 ラ レルレ。 之 二反 シ 鼻 ノ

疾 患 ヲ合 併 ンテ ヰ ルレ例 ハ ソ ノ 氣 管枝 振 張症 が恐 ラ ク

・・先 天性 ノモ ノ ト見 ラ レルレ。 併 シ乍 ラ 確 定 ハ 出 來 ナ

イ。 卯、内 臓 輔 位症 ト氣 管 枝披 張 症 ノ合 併 ト云 フ甚 稀

ナ例 カ ラ シテ、氣 管 枝 振 張 症 ノ成 因 が、先 天 的 デ ア ルレ

カ、後 天 的 デ ア ルレカ ト云 フ問 題 二封 ン正 シイ噺 定 ヲ下

ス コ ト・・出 來 ナ イ。

然 ン乍 ラ著 者ハ 自 ラ ノ材 料 ヲ基 礎 トシ テ、氣 管枝 櫨 張
ゆ

症 ノ大 多 数 ・・後 天 性 ノ モ ノ デ ア ルレ ト云 フBrauerノ 考

ヲ 承 認 ン テ ヰ ル 。

尚 著 者 ノ観 察 ン タ 内 臓 縛 位 症/2例 ハ 、左 利 キ デ ハ ナ

イ 。 叉 男 見 二 於 テ 、 左 睾 丸 ・・右 睾 丸 ヨ リ モ 深 在 ン ナ

ィ 。(黒 丸 抄)

勢 働 時 ル呼 吸 當 量 二 就 テ

M。GavazzeniundLCotti:UberdasVerhaltendds

Atem註quivalentesbeischwererArbeit(Direktoria1-

Abteilung〔1.Med.Universitatsklinik⊃d.Eppendorfer

Krankenhauses.Direktor:Prof.Dr.L.Brauer).

著 者 ・・Knipping装 置 二 俵 リ、71例 ノ健 康 者 二 就 キ 、
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安 静 時 ト・ 勢 働 時(Knippingノ 曲 柄 筋 作業 描 篇機 ヲ

用 ヒテ計 測 シタ)二 於 ケ ルレ呼 吸 當 量 ヲ計 測 シタ.

其 結 果 安静1}寺二於 ケ ルレ呼 吸 當 量 ノ中等 償 ・・2.96・ デ、

個 人 的動 揺 ガ可成 著 シ イ。

次 二勢 働 時 ノ始 二・・安静 時 ヨ リモ 呼 吸當 埴 力・低 イが、

之 二次 グ勢 働 時 ニ ハー 般 二徐 々二呼 吸 當 娃 力・上 リ、安

静 時 ヨ リモ稽 く高 クナ ルレ。

コ ノ際 ニ モ個 人 的動 揺 が見 ラ レルレ
。 ・、黒 丸抄)

勢 働 時 二於 ケル肺 換 氣 二封 ス ル狭 窄 呼 吸 ル影 響

M.GavazzeniundLCotti:DerEinHuBderStenos・

enatmungaufdieLungenventilationbeischwerer

Arbeit(1.Med.Universittitsklinik〔Direktorial・Abteil-

ung〕d.KrankenhausesHamburg・Eppendorf.・Dirktor:

Prof.Dr.L.Brauer).

著 者 ・・KnipPingノ 装 置 ヲ用 ヒ勢 働 時(KnipPingノ

筋 作業 揖 鳥機 ニ ヨ リ計 測 ンタ)二 際 ン、 呼 吸 二封 スルレ

狭 窄 ノ影響 ヲ検 査 シ タ.

呼 吸 抵 抗 ハ被 瞼 者 ノ ロ器 二 連 絡 ス ルレ管 ノ「ク レン ト」

二依 ッ テ種 々 ノ弧 サ トス ルレコ トガ出來 ルレ様 ニ シタ.

」 ノ實 験 ノ結 果 、分 時 容 量 ノ攣 化ハ 個人 的 二異 リ、一

般 二呼 吸 容 量 ノ攣i化 二基 ヅ ク。

呼 吸 数 ノ攣 化 ハ輕 度 デ。 不 規 則 デ ア ルレ。

換 氣 ノ規 則 的 ナ 培 加 モ亦 減 少 モ來 サ ナ イ。

肺 内歴 ハ20cmH20二 達 ス ルレ。到 蓮 シ タ最大 中 等債 ・・

±10cm・ デ ア ルレ。 到 達 ジ ヌ最 大歴 ニノ・個 人 的動 揺 ガ

著 明 デ アルレ。

肺 換 氣 が著 ン ク減 少 ンテ ヰ ナ ク テ モ、多 ク ノ被 検 者 ハ

吸 呼 困難 ノ爲 二作 業 ヲ績 ケ ルレコ トガ 出來 ナ クナ ルレ。

(黒 丸抄)

特 殊 性 肋 膜 炎 ノ診 断 虹 一治 療的 脛 験 ル紹 括

A.Kenner:EineZusammenfassungdiagnostischer

undtherapeutischerErfahmngenbeispezifischer

Pleuritis.(II.InternenAbteilungd.Krankenhauses

d,StadtWien.-Vorstand:PrimariusDr.J,C.Zaffron).

著 者 ・・特 殊性 ノ漿 液 繊 維 素 性 肋 膜 炎 ト、特 殊 性 膿 胸 ト

ニ於 テ 其 診 漸 蛇 二治 簾 上 二著 シ イ 特 有 性 ガ ア ルレ ト述

ベテ ヰ ルレ。

漿 液性 肋膜 炎 ノ場 合 二・・、試験 穿 刺 ノ債値 ヲ述 べ、且

滲 出液 除 去 後 ノ 代 償性 人工 氣 胸 ヲ 施 行 ス ルレコ トヲ 推

奨 ンテ ヲルレ。尚 叉経 口 的並 肋 膜 腔 内石 灰 療 法 二就 テ モ

詳 述 シテ ヲルレ。

特 殊 性 膿胸 二劃・シテ ・・、硝 酸 銀 水 ノ肋 膜 腔 内注 入 療 法

(1週2-3同 宛0.596硝 酸 銀 水10-20ccm注 入)ヲ

報 告 シ、爾 滲 出液 二混 合 傳 染 ノ謹 明 サ レナ イ限 リ・・肋

骨 切 除 ア術 ヲ行 フ可 キ デ ナ イ ト云 ッ テ ヰ ルレ。

爾 著 者 ノ・特 殊療 法(奮 ツベ ルレ ワリ ン)二 就 テ 簡 軍 二記

載 シテ キ ルレ。

叉 著 者 ・・肋 膜 穿 刺 時 二起 ルレ肋 膜 「ン ヨック」及 蛋 白性 絃

庚 二就 テ記 載 シテ ヰ ルレ。(黒 丸抄)

ZeitschriftfUrTuberkuloseBd.66.H.5,1934.

結 核 冤 疫 ト補 膿 結 合 及 膿

KarlL.Pesch:TuberkuloseimmunittitundKomple・

mentbindung.

結 核 ガ、 明 二存 在 セ ルレ例 二於 テ、結 核 ノ補 膿 結 合 反 慮

ガ陰 性 ナ ルレ場 合 ・・、 患 者、 血 清 二於 ケ ルレ自家 「ヘ モ リ

ジ ン」ノ作 用 ニ ョ ルレCalmette氏 ノ云 フ抑 制 素Hem-

mungsstoffニ ョルレモ ノニ ジテ、實 験 的 二結 核 免 疫 ヲ施

セ ルレ血 清 二於 テ、白家 「ヘ モ リ ジ ン」ヲ除 去 セ ルレ場 合 ニ

ハ.結 核 ノ補 膿 結 合 反 鷹 ノ陽 性 度 ヲ高 メ得 。

(矢 部 抄)

Bacmeister氏 及 ビLossnitzer氏 ル著 者 、Z.Tbk。

別珊 結 核 全集Nr・46「 氣 候 卜結 核」中 ノ中 部 山地

ル氣 候 二於 ク ル結 核 ル治癒 條 件 二就 テ ル評 言

E.Obenland:BemerkungenzuderArbeit:Die

HeilbedingungenfUrdieTuberkuloseimMittelge・

birgsklimavonProf.Dr.A.BacmeisterundH.Loss.

nitzerinTbk.bibl.,BeiheftezurZ.Tbk.,Nr.46,

KlimaundTuberkulose.

中 部 山 地 氣 候 ノ 治 癒 條 件 二 關 シ テ 述 ベ ラ レ タ ルレ叙 述

中 ノ物 理 氣 象 學 的 方 面 二 關 シ テ ノ ミ ニ 三 ノ 評 言 ヲ 述

べ ン。 帥AbkUhlungsr6sseノ 章 二 於 テ 、 氣 温 、 氣 候

ノ 關 係 ヲ各 季 節 二 於 ケ ルレFrigorimeterノ 債 ニ ヨ リ比

較 シ 、 而 ン テSt.Blasi'enノ 氣 象'・・、 上 記 ノ方 法 ニ ヨ

リテ 測 定 シ ・7ルレ僅 力1年 間 ノ慣 ヲ基 礎 ト セ リ。而 シ テ

Hill氏 ノ公 式 ニ ヨ リ 風 及 ビ 氣 温 ノ 關 係 ヲ基 礎1・leル レ

モ 、日 光 及 ビ降 雪 ノ重 大 ナ ル 影 響 ヲ記 載 セ ズ 。 叉 観 測

地 鮎 ノ周 圃 ノ地 勢 状 況 ヲ叙 蓮 セ ラ レ タ シ。Strahlung

ノ章 二 於 テ ・・、正 午 二 於 ケ ル 日光 ノ全 強 度 ニ ヨ リ テ ノ
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ミ比 較 シ、叉 紫 外 線 量 二 就 テ ・・、St.Blasien及 ビ

Davos二 於 ケ ルレ、Zillkkugelphotometerニ テ計 測 セ

ルレ債1・ 、Sch6nberg二 於 ケ ルレKadmiumzelle二=リ

計 測 セ ルレ債 ト比 較 セ ルレ事 ハ無理 ナ リ。(矢 部 抄)

『中 部 山 地 ル氣 候 二 於 ケ ル 結 核 ル治 癒 條 件 」二封

ズ ル冤 許 物 理 學 者E.Obenland氏 ノ評 言 二封 ス

ル雁 酬

H.Lossnitzer:ErwiderungzuDipl.・Phys.E.Oben-

landsBemerkungenifber,,DieHeilbedingungenfiir

dieTuberkuloseimMittelgebirgsklima"

St.Blasien二 於 ケ ルレ風 速 、氣 温 ノ観 測 地 鮎 ノ状況 ヲ

述 べ コ ノ状 況 ノ・1923年 ヨ リ多 少 攣 化 セ リ。Figorim-

eter及 ビKatathermometerハ1932年 ヨ リ計 測 セ リ。

Sonnen十Himmelstrahlung二 就 テハ 地 表 二垂 直 ナ ルレ

強 サ ヲ測 定 セ リ。UV測 定 値 ハ、各 測 定 法 二dリ テ異

リ、 未 ダ絶 封 的UV軍 位 ヲ有 セ ズ、Sh6nbergノ 債

ヲ蓮 ベ タ ルレニ止 ルレ。(矢 部 抄)

成 人 肺 結 核 二於 ケ ル 所謂 早期 浸 潤 ル「ク リニック」

及 ビ鑑 別 診 断 二關 ス ル嵜 與

PaulOffermannundG.WUllenweber:Beitragzur

KlinikundDifferentialdiagnosederErwachserlen.

早 期浸 潤 ハ、非 結 核 性 浸 潤 ト同様 二、多 ク 自然 治癒 ヲ

螢 ム ヲ以 テ 早 期 浸 潤 ノ頻 度 ノ統 計 ハ不 明 ニ ンテ、早

期 浸潤 ヨ リ成 立 セ ルレ肺 瘍 二就 テ ノ 統 計 ヲ明 ニス ルレノ

ミ。 而 シ テ 早 期 浸 潤 ノ 大 多 数 ・・自然 治 癒 ヲ螢 ム ヲ以

テ、 虚 脱 療 法 ノ如 キ 積 極 療 法 ノ・、 数 ケ月 経 過 ヲ観 察

ン、 結 核 菌 所 見 二於 テ溶 融 症 状 ヲ 呈 セ ルレ場 合 二於 テ、

行 フ ベ ン。(矢 部 抄)

病 院 へ紹 介 前 二於 ケ ル肺 患 者 精 査 ル債 値 二就 テ

WilhelmHuppertundTheodorGruschka:Der

WertderSichtungLungenkrankervorderEinwei・

sunginAnstalten。

Bokau・Aussig二 於 ケ ルレ肺 患 者及 ビWeinmannstiftung

二於 ケ ルレ肺療 養 所 二於 テ、患 者 ヲ精 査 セ ルレニ 多数 ノ健

康 者 ヲ猶 見 セ リ。 即 チ1931年 二調 査 セルレ成 績 二於 テ

1388例283中 名 ノ健 康 者 及 ビ 作i業可 能 者 ヲ獲 見 シ、

此283名 ハ 精 査 前 二 延 日数25380日 病 者 ト ンテ 取 扱

ノ・レ、療 養 費 用428454Kc(1Kc=0・125R・M・)ヲ 費

セ リ。 專 門 家 ノ 正確 ナ ルレ診 噺 ト療 養 時 日 ノ決定 ヲ要

ス 。(矢 部 抄)

學 會報 告

1931.X.28.「 ベ ル リン」二於 ケ ル 結 核 撲滅 共 同

録 【第12巻

事 業 二 於 ケ ル 市 竪 師 ル學 會

Kongress-undVereinsberichtWissenschaftlicher

AbendderArbeitsgemeinschaftSt五dtischerArzte.

zurBektimpfungderTuberkuloseinBerlinam28.

X.1932.

肺結 核 二於 ケ ル循環 障碍

Cobet:Kreislaufst6rungenbeiLungentUberkulose.

肺 結 核 患=者 ノ循 環 障 碍 ニ ハ、 直 接 二 毒 素 ニ ヨルレ 中毒

ト、間接 二機 械 的障 碍 ニ ヨルレモ ノ トア リ。 急 性 中毒 症

状 ハ、 滲 出性 結 核 二起 リ、機 械 的 障 碍 ・・、慢 性 硬 化性

結 核 二於 ケ ルレ心 臓 併 ビ ニ血 管 ノ憂 位 ニ ヨ リテ起 リ、叉

機 械 的循 環 障 碍 ガ 心 臓 筋 肉 ノ損 害 ニ ヨ リテ 起 ルレコ ト

ァ リ。(矢 部抄)

臨 淋 的 蛇 ビニ 「レ ン トゲ ン」所 見 ヲ 鋏 除 セ ル 結 楼

菌 陽性 例 二就 テ

Misgeld:Tuberkelbazillenbefundebeinegativem

KlinischemundR6ntgenbefund.
　

臨 林 的所 見 動 ビ ニ 「レン トゲ ン」所 見 ヲ鉄 除 シ、結 核薗

陽 性 ナ ルレ場 合 ハ『、透 覗 ヲ種 々 ノ方 向 ヨ リ行 ヒ、特 二通

常 行 ハ レ ザ ルレ透 視 方 向 二於 テ精 査 ン、撮 影 ヌ ベ ン。 叉

喉 頭 塗 擦 標 本 検 査 ヲ試 ム ベ シ。反 復 ンテ薗 陽 性 ナ ルレ場

合 ・・、動 物 試験 ニ ヨ リ、結 核 菌 ト非 病 原 性 抗 酸 性 薗 ト

ヲ鑑 別 ス ベ シ。(矢 部 抄)

S.H.G食 餌 ル際 二於 ケ ル 結 核 患 者 ル鑛 物 代謝 、A

「邑子 ラ ロー ゲ ン」ル鑛 物 代 謝 二及 ボ ス影 響

A.HerrmannsdorferundA.Jung:Untersuchungen

UberdenMineralstoffwechselTuberku16serbeiS。

H.G.・Diat.A.WinkungendesMineralogensauf

denMineralstoffwechsel.

各5人 ノ結 核 患 者 ト健 康人 二就 イテ ノ試 験 デ アル。試

験 期 間 ヲ前期 、本 試験 期 、(「 ミ子 プ ロー グ ン」期)後 期

二別 チ各 期 間 ヲ4日 トシ、前 期 及 ビ後 期 ニ ハ標 準 無 盤

食 ヲ與 へ 、 本 試 験 期 ニ ハ同 食 餌 ト共 二 「ミ子 プ ロー ゲ

ン」ヲ與 ヘ タ、 著 者 ハ 既 二1927年 二MUnchenermed.

Wschr二 「ミ子 プ ロー ゲ ン」ハ酸 性 二働 ク モ ノデ ア ルレ

事 ヲ登 表 シタ が本 實 験 二於 テ モ 同様 ナ ル事 ヲ認 メ タ。

Beonheim及 ビSChuke-Tiggesニ ヨvバ 結 核 患 者 ノ・

璽 素 二封 ンテ敏 感 ナ ルレ爲 メ ニ 璽 素 ノ排 泄 培 加 ア リテ、

ソ ノ結 果 、組 織 ノ璽素 鉄 乏 ア リ1・云 フモ、著 者 等 ノ實

験 ニ ヨ レバ此 レハ結 核 患 者 ノ噌 般 ニ ハ通 用 セ ズ、只 無

藍 食餌 ヲ'與 ヘ タ ルレ患 者 二於 テ ノ ミ皮 膚 ノ盤 素 鉄 乏 ア

リ然 ラ ザ ルレ者 ノ・磐 へ 重 症 二於 テ モ 睡素 含 有 量 正 常 ナ
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リ。

Bell・Doisy・ ・結 核 患 哲 ノ筋 肉 ・・噛 素 含 有 量大 ナ リ ト

云 ヒ、E・TschOPPモ 家 兎 ヲ食 唖歓 乏食 ニ テ榮 養 ス ルレ

時 ハ 筋 肉 中 ノ 臨 素 培 加 ス ルレト云 フ が 著 者等 ノ實験 二

於 テ モ 「ミ子 ラ ロー ゲ ン・ヲ與 ヘ タ ルレ期 間 二於 テハ 聴

素 出納 陽 性 トナ リ、血 液 中盤 素 量上 昇 セ リ、叉 無 鞭食

餌 ヲ與 ヘ タ ルレ患Miノ 筋 肉 實 質 内 ノ 睡 素lil:・・減 少 ス ルレ

モ、結 締 織 中 二 於 テ ・・却 テ壇 加 ジ、筋 肉 全 禮 ト シテハ

晦 素 含 有 量 正 常 ナ リ、此 事 ヨ リ無 鞭 食 ヲ與 ヘ ルレ時 ハ聴

素 貯 藏 量 ノ・減 少 ス ルレモ、筋 肉、 ソノ他 ノ組 織 内 ノ必要

量 ハ堅 ク保 持 セ ラ ルレ・事 ヲ知 レ リ。 「カ リウ ム」ノ・「ミ

子 ラ ロー ゲ ン」期 二 勇 膣 内 二 蓄 積 セ ラ レタ、 此事 ハ

Oehme及 ビPaal,Oehme及 ビWassermeyerソ 實 験

帥 チ食 盤磯 内 二入 ルレ時 ハ 「カ リ ウム」ハ膿 内 ヨ リ失 ハ

レルレト云 フニー 致 ス。

各無 機物/血 中 量 ヲ 見 ルレニ 「ミ子 プ ロー ゲ ン」期 ノ最

初 ノ2日 間 二 於 テ ノ・「カ リ ウム」及 ビ 切 ルレ・Yウム」ノ・

憂 化 ノ・ナ イが,「 マ グ 子 ン ウム」及 ビ嚇素 ノ・減 少 ス、ソ

ノ後 「カルレン ウムゴll{:ノ著 シキ減 少 ト共 二 「カ リウ ノ・1、

「マ グ子 ン ウム」聴 素 ノ塘 加 が アルレ、故 二鑛物 代 謝 ノ著

明 ナ ルレ推 移 が ア ルレワケ デ アル。(春 木 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosis.Vol.XXVIII.No.3,1933.
口

慢 性 氣 管 枝 擾 張 ヲ有 セ ル萎縮 肺 葉

OswaldR.JonesandAndreCournand.TheShl・um-

kenPulmonaryLobewithChronicBronchiectasis.

BellevueHospital二 於 テ過 去5ケ 年 間 二萎 縮 肺 葉 二

件 フ氣 管 枝 掻 張 症 ヲ観 察 ンタ モ ノ デ アルレ。文獄 ヲ見 ルレ

ニ氣 管 枝 振 張 ヲ件 フ 肺 萎 縮 ハ 先 天 性 ト見 ルレヨ リモ後

疋性 ト見 ルレ方 ガ好 都 合 デ ア ルレ。肥 大 ン タ氣 管枝 淋 巴腺

ノ ワメ ニ 氣管 枝 狭 窄 ヲ 起 ス ノハ 氣管枝 摘 張 ヲ有 セ ルレ

肺 葉萎 縮 ノ ー 原 因 デ アルレコ トヲ 論 ジ コ ノ観 察 ヲ支 持

ス ルレ4例 ヲ報 告 シテ居 ルレ。氣 菅 枝 櫨 張 ヲ有 セ ルレ川i葉萎

縮 ノ他 ノ原 因 トシ テ慢 性肺 浸 潤 ヲ論 ジ之 ヲ示 ス12例

ヲ報告 ンテ居 ルレ。叉X線 像 ノ序 列 ヲ示yテ 肺 内竈 二件

ツ タ 肥 大 氣 管枝 周 園 淋 巴 腺 ニ ヨルレ左 下 儂 ノ 次 第 二萎

縮 セルレヲ誰 明 ン 先 天 性 原 因 ニ ゴルレ ト思 ・・レル 萎縮 肺

葉 ヲ伴 ヘルレ慢 性 氣 管枝 橿 張症 ヲ示 読 シ ワガ、其 誰 明 ハ

ンナ カ ッ 〃.最 後 二萎 縮 セ・レ氣 僧;伎榔 勧 嘆 ノ豫 防 ノ之

治療 法 ヲ記 述 シテ居 ルレ。(寺 尾抄)

心臓 ト結 核 症

DanielM.Brumfipul.Th(・Heartand「 「uberculosis.

MediastinalDistortionaraSourceofCil'{・ul;it`》ry

Embarrasment.

結核 患 着 二 縦 隔 査 ハ遜 位 ヲ 件 ツ 〃 折 ノ心 臓 徴 候 ヲ槻

察 シテ 原 因 的 關 係/ア ル コ ト蓮 ベ コ ノ徴 候 ハ永績 的

デ機 能 不 全 ノ結 果 死 ノ縛 節 ヲ トルレ1・云 フ。更 ニ コ レラ

ノ諸 條件 ノ攣 性 ヲ 言免明 シ 是 等 ノ槻察 カ ラ 見 ルレト早 期

ノ胸 廓 成形 術 ハ 適 正 デ ア ツ テ 叉 心臓 墜 位 ノ 豫 防 法 ト

シテ横 隔嘆 紳 維 捻 除 術 ヲ第 一.ト シ 次 二 人 工 氣胸 療 法

皆コ 行 っベ キ デ アルレ}'。(・1泥 抄)

家兎 二於 ケ ル實 験 的 骨 關 節 結 核

PaulJ.Trudel.ExperimentalBoneandJointTuber・

ぐulosisinRabbits.

本研 究 ヲ綜 合 ス ルレコ1・次 ノ如 シ。

家 兎 二於 テ 臨 肱 的限 局 性 骨 關 節 結 左亥ヲ 實 験 的 二 生 セ・

シメ ルレニハ繊 細 ナ ルレ手 術 技 ヲ必 要 トス ルレガ85%ノ 陽

性 率 ヲ示 ス好 成 績 ヲ得 タ.SeriesRE/2頭/ミ ・・

肺 及 肝臓 二小 ナ ルレ結 核 性 浸 潤 ヲ 見 〃 ガ 感 作 シタ ル叉

B1ヲ 注 射・シタ動 物 ノ75%ニ ハ 骨 關 節 ノ1`艮局 ン!ヌル

病 磁 ヲ得且 他 ノ何 レ ノ 部 分 ニ モ 判 然 双ルレ結核 竈 ヲ見

ルレコ1・ヲ得 ナ カツ タ。注 射薗 景 ハ0,05乃 至0.15nlgm

ノ極 少 量 トスベ キ デ 菌 浮 游液 ハ 動 脈 又 ハ 鼠 瞑窩 二注

射 ス ベ キデ モ ン 動 脈 管 ノ太 サ が 注 射不 能 ノ場 合 ニハ・

膝'粘 液嚢 内 二 直 接 注入 ス ルレヲ 可 トス ルレ.人 型 結 核

薗H37ヨ リ牛型 菌B1.ガ ヨ リ良 好 デ叉 速 ナ結 果 ヲ得

ラ レルレ。外腸 骨 動 脈 中 二叉 ・・総 頸 動 脈 中 二B1 .ヲ 同 量

二注 射 シタ が 骨 二 病 竈 ヲ起 ス コ トハ 出 來 ナ カ ツ 双。

叉 全動物 ノ60%二 粟 粒 結 核 ヲ起 ン タ。(寺 尾抄 ン

陳 菖 結核 性空 洞 ノ研 究.手 術 的 穿 刺 及 治 療

HaroldNeuhof.TheInvestigationandtheOperative

ExplorationandT1・eatmf・ntofOldTulDerculous

Cavitation.NVithS1')(A('ialReferen`・(一 ・いPlleumo`・av.

ernolVsis.

願 賊 形 術 及 肋 骨切 除 二 訓 空 洞 ・・萎 縮 ス ・レガ 者 指

ハPneumonocavernolysis(肺 空 洞 壁剥 離llllt)ヲ最 良 ・

法 トシ之 ヲ行 ヒ之 ヲナ ス ニ ・・沃 度 化 油(1ipiod・1)デ 次

ノ事 項 ヲ確 メq 。 帥 、空 洞 刀可f在側。空 洞 ト氣菅 枝 機

張 トノ鑑 別。 氣菅 枝 振 張 ノ所 在 側 ト廣 サ 、1}・。罹 患 側 ノ
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下葉 二於 ケ ル氣 管枝 ノ朕 態 及 反封 側 ノ氣 管 枝 状 態 、手

術 ノ数 果 、手 術 後 ノ数 聴 ノ成 否 叉 ハ成 績 中良 ナ ルレ場 合

二於 ケ ルレ理 由

過 去2年 間 二行 ツ タ24例 ノ成 績 ハ患 者 ガ手 術 ヲ受 ケ

ルレタ メ ニ來 タ時 迄 ノ疾 病 ノ期 間 ハ2-10年 デZF均5.5

;1…デ年 齢 ・・19一 ろ1歳 デ ア ツ 〃。1例 ハ手 術 後10日 ヲ

維 テ反i封肺 ノ結 核 性Jlili炎デ死 ンダ カ"之・・多 分cavern-

olysisヲ ー一期 二 行 ッ タ タ メ デ ア ラ ウ。10例 ・・空 洞 が

萎 縮 ンテ永 績 的 無 菌 状 トナ リ退 院 ンタ。 他 ノ13例 ノ・

空 洞 バー 部 的 萎 縮 ヲ起 シ補 助 手 術 ヲ待 機 ン テ居 ルレ。

(寺 尾 抄)

横 隔 膜 稗 脛 撚 除 後 二興 ル=衣 的 横隔 膜昂 上

D.0.N.Lindberg.SecondaryDiaphragmaticRises

FollowingPhrenicNeurectomy.

コ ノ序 列 デ ハ 横 隔 膜 ノ1側 ガ 不 動1・ ナ ッ タ ニ モ 拘 ハ

ラ ズ麻 癖 シタ ルレ牛 側 ノ全 昂 上 ガ3.9cm以 下 ナ ル時 ・・

敗 果 ハ良 好 デ ハ ナ カ ツタ。叉 横 隔 膜 撚 除 ヲ行 ソ タ例 ノ

80%・ ・二 次 的 ニフF均約2.Ocm昂 上 シタ。 手 術 直 後 二

昂 上 ジタZF均 値 ・・約3.Ocmヲ 示 ン最 高 ハ10.Scmデ

前 デ ノ・第 二 肋 骨 ノ下 縁 二達 シタ ノ ガ ア ルレ。撚 除 ンタ紳

経 ノ李 均 ノ長 サ バ20.2cmデ ア ツタ。(寺 尾 抄)

肺 結 核 二於 チ 氣 腫 性 亘 大 肺 胞 ヲ 空 洞 卜 間違 ヘ ラ

レタ ル例

XVilliamSnowMiller.ATuberculousLungillWhi・

chaLargeEmphysematousBullawasMistakenfor

、1Cavitv.

66歳 ノ有 色 人 男 子 ノ 慢 性 肺 結 核 患 者 ノ臨抹 及 剖槍 例

ノ報 告 デ ア ルレ。左 肺 上 葉 二巨 大 ナルレ肺 胞 ザ ァ ツテ 之 ガ

空 洞 ト 看 倣 サ レタ ルレモ ノデ 共 解 剖 シタ ルレ:肺/X線 爲

権及 組 織 鳥 眞 ヲ掲 載 シ〃 モ ノ デ ア ルレ。(寺 尾 抄)

1ハ ワ イ」人 ル結 核

F.J.Halford.TuberculosisintheHawaiian.AStudy

ofSchoo1・ChildrenofHawaiianBlood.

Hawaix,KamehamehaSchoolノ 兇 童 二就 テMantoux

反鷹 及rOentgenOgramヲ 行 ツ タ結 果 ハ次 ノ如 ン。

Hawai人 ノ 結 核 死 亡 率 ・・人 口100 ,000二 付310デ ア

ツ テHawai系3S2人 ノ 學 生 ノ皮 内反 膳 ・・60.4%ノ

陽 性 卒 ヲ示 シテ居 ルレ。X線 爲 眞 デ47例 ノ結 核 患 者 ヲ

見 付 ケ タ ガ之 ハX線 二 依 ラナ ケ レバ 登 見 デ キ ナ カ ツ

タ者 デ アルレ。2例 ハ肺 尖 部 ノ成 人型 ノモ ノデ ア ツタ。

休 養 期 間6ケ 月 デ ハ 十 分 ノ数 果 ヲ 期 シが タ イモ ノダ

が禮 重 ハ ソ ノ期 間正 常 二 復 ン膿 温 上 昇 ハ ナ カツ タ。陽

性 反 慮 者 ニ ハ罷 重 ヤ性 ハ重 要 デ ノ・ナ カ ツタ。學 校 デ コ

ノ種 ノ調 査 ヲス ルレニ ハ敏 育 當 局 者、父 兄 及 生 徒 ヲ結 核

感染 、其 他 結 核 二劉・ンテ十 分 二敏 育 ンナ 〃 レ バナ ラナ

ィ。(寺 尾 抄)

小 見及 未開 人 種 ル結 核

WathenaMyersJohnsonandJ.ArthurMyei's.Tu.

berculosisinInfantsandPrimitiveRaces.

諸 種 ノ統 計 ヨ リ 白 人 ノ小 見 「アメ リ カ」土 人 、 黒 人 、

・メキ シ コ」人 等 ノ 結 核 調 査 ヲナ ンタ モ ノデ ア ルレ
。 小

見 ザ結 核 二感 染 ンタ ルレ結 果 ハallergyヲ 起 ス コ トニ ナ

リ之 ハ膿 内 的叉 ハ膿 外 的 ノ再 感 染 二 封 ン テ危瞼 トナ

ルレコ トヲ意 味 スルレモ ノデ アルレ。 初 感 染 ト再 感 染 ハ其

1・質 ハ同 ジデ ア ルレが 何 レ ノ 年 齢 ヲ間 ハ ブ 死 ヲ招 來 ス

ルレノ・・成 尺型 デ アルレ。America土 人 ノtuberculin陽

性 反 慮 者 ノ 多 イ ノ・・開放 結 核 者 ノ 塵 分 が 十 分 二行 ハ

レナ イ 〃 メデ アJV。 黒 人Mexico人 二於 テ モ同様 デ

ア ルレ。小 見 モ未 開 入 モ初 感 染 ヲ克 服 ス ルレ能 力 ハ著 ン 〃

高 イが 此 問 ノ結 核 ヲ 制 止 セ ソ トス ルレニハ 傳 染 源 ノ虚

分 ヲ適 正 ナ ラ シメ ルレコ トガ 必 要 デ ア ルレ。(寺 尾抄)

結 核 專 門 外 雑 誌

吸 呼 器疾 患 二 封 ス ル 氣 管 枝 撮 影 法 ル臨 躰 的 償値

二就 テ(第4同 報1lD

前 田清 一 耶(東 京 顯 微 鏡 學 會雑 誌 第41巻 第5號 ノ

肋 膜 疾 患 ハ多 〃二 次 的 ノモ ノ デJl・liノ攣 化 ・・善 通 ・「レ

ソ トゲ ン」撮 影法 デ ノ・腓 砥 、浸 出 液 等 ノ タメ 不 明 ノ事

ヵ ・ルレ場 奔氣管 枝 内 二 造 影 鋼 ヲ 注 人 シテ 氣骨 枝 ノ形

ア リの態1幾能 ヲ椀1シ 、肺 ノ逆 化 ノ冨参陶i二資 セ ン トセ リ。

形態的槍査條項。1)氣 菅枝 ノ止 行、 分布 ガli三常 ナ リ

ヤ否 ヤ(轄位.攣 化.伸 縮 等)、2)氣 管枝腔 ノ挾窄 閉

塞、 弛緩振張或 ・・氣管枝粘膜 面潰瘍 ノ存在等、3)末

梢 氣管枝1・肺胞 トノ移行部 ハ細 キ 線朕陰影 ヲ呈スルレ

ヤ否ヤ、4)肺 胞部 ノ駅態。

機能的検査條項。1)氣 管枝緊張 ノルノ如何、2)呼 吸時

ノ氣管枝 ノ移動度及 氣管枝 全膿 ノ伸縮 、;;)敏 瞥枝 二
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於 ケルレ異 物排 泄 状 態 殊 二蠕 動 運 動 ノ如 何
、4)肺 胞/

機 能 トシテ造 影物 質 ノ分 解 吸牧 卸、陰 影 ノ清 失 迄 ノ時

間 如 何 。

以 上 ノ鮎 二 就 テ 各 肋 膜 疾 患 二 「レ ン トゲ ン」検 索 ヲ行

ヒ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

1・ 乾1生肋 膜 炎 二於 ケルレ氣 轍 ・・形 態 的攣 化 ヲ示 ス事

少 ナ キ モ全 禮 二短 縮 磯 能 ・・充 進 ス。

2.浸 出性 肋 膜 炎 ニ テ ハ液 吊:ニョ リ差 異 ア リ
。 少lll:/

時 ハ肺 萎 縮 等 ノ形 態 的 攣 化 少 ナ ク機 能 充 進 ス、中 等 量

ノ時 ハ肺 萎 縮 ト共 二 機 能 モ 減 弱 ス レ共 液 排 泄 直後 ハ

形 態 的 攣 化 ハ残 レ ドモ機 能 ノ・充 進 ス。 即、機 能 ハ 直 チ

ニ恢 復 シ得 レ共 形 態 的 攣 化 ・・徐 々 二御 ス ルレヲ示 ス
。

大 量 ノ場 合 ハ造 影物 質 ・・患側 二入 ラズ。叉浸 出性 肋 膜

炎 側 氣菅 枝 ハ形 態 的攣 化 ナ ク機 能 ハ稽 く充 進 セ リ。浸

出液 少 量 叉 中等 ノ場 合肺 萎 縮 ・・DamoiseauscheLinie

1・略 く一 致 ス ルレカ 或 ・・攣 行 ン 癒 著 ナ キli巾葉 ・・個 々別

二共 膣 迫 ヲ受 ク.

3・ 縦 隔 竃 肋 膜 炎 ニ テ ハ 中肺 葉 ノ萎 縮 ヲ見 タ リ
。共 ノ

氣 管枝 ノ形 態 ハ攣 化 シ機 能 ハ ヤ ・充 進 セ リ。 上葉 氣

管枝 ハ 分 布 匠域 振 大 シ機 能 充 進 セ リ(上 葉 ノ代 償 性 菰

張)。

4.心 嚢 肋 膜 炎 二 於 テ ・・萎 縮 セ ルレ肺 部 ノ氣 管 枝 ・・形

態 的 攣 化 ヲ示 ス モ機 能 充 進 ス。

5.葉 間 肋 膜 炎 ニ テ ・・形 態 的kSltア ルレモ 機 能 ・・充 進

ス。肺 ノ結 核 性 攣 化 ヲ件 フ場 合 ハ共 部 ノ氣 管枝 ノ形 態

的攣 化 ト共 二機 能 減 弱 セ リ。上 中葉 間腓 砥 ノ走 行 ガ外

側 二 向 ツ テ上 行 ス ルレ場 合 ハ上葉 ノ萎 縮 下葉 ノ擾 張.下

行 ス レ場 合 反 封 トナ ルレ。

6.横 隔 膜 肋 膜 炎 ノ場 合 ハ 氣 管枝 ハ 上 昇 短 縮 シ 機 能

充 進 ス。 肺 臓 ニ テ ハ下 肺 葉 上 部 ノ萎 縮 ヲ見 タ リ。

7.肺 尖 肋膜 炎 ノ 場 合 ハ 氣 管 枝 像 ヨ リ 肺 尖 部 結 核 病

竈 ヲ登 見 ン得 タ リ。

8.Lammellepleuritisニ テ ハ 氣 管枝 ノIF多態 的攣 化

蚊 二機 能 減 弱 ヲ 見 タ リ。 此 ノ例 ・・同 時 二肺 實 質 ノ攣

化 ア リキ。

9.化 膿 性 肋 膜 炎 ニテ ハ 氣 管枝 ノ 形 態 的攣 化 及 機 能

ノ減 弱 ア リ。 肺 實 質 ノ攣 化 ヲ件 ヒタ リ。

10.肋 膜 氣 管枝 痩 ニ テ ル・ソ ノ経 路 ヲ詮 明 シ得 タ リ。

11.肋 膜 腓 砥 ニ テハ ソ ・部 位 ニ ヨ リ 形 態 攣 化 機 能 減

弱 ア リ。ソ ノ程 度 少 キ モ ノハ形 態 攣 化 ナ ク機 能 ノ冗 進

ノ ミア リ。

12.人 工 氣 胸 ニ テノ・萎 縮 ノ 程 度 ニ ヨ リ形 態 攣 化 ア レ

録 925

ドモ機能 ハ充進 セ リ。

13.邊 在性包嚢性 氣胸 ニテ・・歴迫部位 ノ攣化 ア レ ド

機能 ハ充進 セ リ。

14.漿 液性氣胸 ニテハ 萎縮 セルレ肺臓 二比 シ形態攣化

機能減退共 二著:シ。

1ろ.肋 膜 腫瘍 ニテハ其部 ノ氣曽枝閉塞 セラル。

(馬場抄)

喀疫 内結核菌 ノ槍出法 二就 テ

尾高憲作(日 本微生物學、病理學雑誌第28巷 第10號)

著者・・少 ク}・モ,4ケ 月間結核菌陰性 トセラレタ 喀疾

ヨ リ更 二軍純塗抹鏡検 ヲ詳細 二行 フモ菌 ヲ費 見 シ得

ザルレ肺結核患者 ノ喀疾 ヲ撰 ビテ 次 二記 スルレが如 キ培

養法蛇 二 二種/集 茜鏡楡法 ヲ以 テ結 核菌 ノ槍 出 ヲ試

ミ タo

箕 験 方 法 、豫 メ数 個 ノ硝 子 球 ヲ入 レテ滅 薗 セ ルレ100c,c,

入 「コ ルレベ ン」中 二喀 疾 ヲ探 リ暫 ク振 盟 混 和 シタ ルレ後

1.培 養 、 振 盈 混 和 シタ ルレ材 劉 ヲ 約1・Oc… ヲ試験 管

二探 リ之 二10倍lll:ノ5%滅 菌 硫 酸 水 ヲ加 ヘ テ屡 く振

蓄盆混 和 ンタ、30分 間 室 温 中 二作用 セ シメ タルレ後R分

間遠 心 ン、 上 清 液 ヲ 棄 テ タ ルレ沈 渣 ヲ 不 洗漁 ノ マ マ

L6wenstein培 養 基 二接 種 シ37。Cノ 艀 竈 中 二培 養 ス
。

2.集 菌 鏡 楡 、 培 養 二 使 用 シ タ ルレ残 リ ノ材 料 二約3

倍 吊ニノ0・5%苛 性 曹 達 液 ヲ加 く・混 和 シ蒸 氣 釜 中 二100

。Cご30分 間 作用 セ ・yメテ 同 質 化 ヲ促 ス
、 然 ルレ時 ハ材

料 が曹 通 粘 液 膿 性 ナルレ場 合 ハ 多 クハ 充 分 二液 化 セ ラ

レテ牛透 明 ナ ルレ粘 稠 度 低 キ 液 トナルレモ 若 シ 尚 同質 化

不 充 分 ナ ラバ更 二苛 性 曹 達 液 ヲ加 ヘ テ10分 間 加 熱 ス

ルレ。

a)斯 ク シテ得 タ ルレ材料 液 ノ冷 却 ヲi,`rチテ 材料 ノ1

牛 二1/5吊=ノ 局 方 「ア ルレコー ルレ」 ヲ加 ヘ テ 混 和 シテ液

ノ比 重 ヲ低 下 セ ンメ タ ルレ後10分 間 遠 心 シ共 ノ沈 渣 ヲ

白金 耳 ニ テ挽 絆 ン テ塗 抹標 本 ヲ作 ルレ。

b)材 料 液 ノ1牛 ハ 硝 子 球 ヲ 盛 リPtルレ[`コルレベ ン」中

二 「ベ ンチ ン」1乃 至2α αヲ加 ヘ テ15分 間 強 ク振 盟 シ

1ベ ン 手 ン」二菌 ヲ 吸 著 セ シ メ'タルレ後 遠 心 ス ル ト「ベ ン

チ ン」ト材 料 液 トハ・上 下 二 暦 二分 離 シ共 問 二 白色 乃 至

灰 白色 ノ中 間 暦 ヲ 生 ズ ルレ此 ノ部 分 ヲ探 リ 塗 抹標 本 ヲ

作 ルレ。

以 上 ノ塗 抹 標 本 ハ 型 ノ如 ク 乾 燥 火 陥上 二 固定 ンタ ルレ

後 石 炭 酸 「フ 〃 シ ン」中 二24時 間 室 温 中 ニテ染 色 シ3

%盤 酸 「アルレコー ルレ」ニテ脱 色 シ複 染 色 トン テ1%「 メ

チ レ ン」青 水 溶 液 ト飽 和 「ビク リ ン」水 溶 液 トヲ以 テ ン
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テ比較 ンタ.

實 験 成 績 虹 二考 案 。 培 養 法 ニ ヨルレ検 出率 ガ 最 モ高 ク

44・7%ヲ 示 シタ。 集 薗 鏡 検 法 ハ 培 養 法 二比 シ共 成 績

遙 カニ劣 リ1S.4%ノ 陽 性 卒 ヲ示 ンタ、 爾 集 菌 鏡 検 法

中浮 上 法 ニ ヨ リ18.4%沈 澱 法 ニ ヨ リ10.5%ノ 陽 性

成績 ヲ幕 ゲ タ、沈 澱法 ニ ヨルレ場 合 ハ 多数 集 積 セ ルレ菌 塊

JJ"屡く駿 見 セ ラルレ ・二 反 ン 浮 上 法 ニ ヨルレ標 本 デ ハ比

較 的 個 々分 離 シ タルレ菌 ヲ獲 見 シ久 「ベ ン 手 ン」ガ菌 塊

ヲ分 離散 在 セ シメ 菌 含有 ノ 覗 野数 ヲ 壇 加 ス ルレコ トガ

浮 上 法 ノ陽 性 率 ヲ 大 ナ ラ シムル 原 因 タ ルレハ 確 實 デ ア

ラ ウ。「ビク リ ン」酸 複 染 法 ト「メ チ レ ン」青 複 染 法 トノ

比 較 二於 テ 著 者 ノ 實験 ニ テ ハ 雨 者 ノ間 二優 劣 ヲ認 メ

ズ但 ン標 本 透 明 度 ハ 「ビ ク リ ン」酸 法 ガ優 レテノi・}ルレ。

(奥 村 抄 ノ

喀 疾 内結 核 菌 ル分 離 培 養 二就 テ

尾 高 憲 作(日 本 微 生物 學 病 理 學 雑 誌 第28巻 第10號)著

者 ・・襲 二Benzinが 結 核 菌 二封 ス ルレ集菌 力 強 ク且 此

作 用 時 間 ガ30分 以 内 デ ノ・培養 基 上 ノ薗 登 育 二障 碍 ヲ

與 フ ルレコ トナ キ ヲ議 明 シ、糞 便 中 ノ結 核 薗 分 離 培養 二

之 レ ヲ癒 用 ンテ 稚 く見 ルレベ キ 成 績 ヲ墾 ゲ更 二今 同喀

疾 中 ノ 結 核 薗 分 離 培 養 二 晦 用 ン 同 時 二從 來 ノ硫 酸 彪

置法 二依 ルレモ ノ トノ 比 較 ヲ 行 ヒ 共 ノ實 験 方 法 及 ビ成

績 ヲ登 表 セ ラ ルレ。

實 験 材 料 トシテ早 朝 時 ノ新 鮮 ナ ルレ喀 疾 ヲ使 川 ス 。

實 験 方法 。 硫 酸 蛇Benzin法 。 試 験 管 二1.()c.c.ノ 喀 疾

ヲ探 リ10倍 昂:ノ5%硫 酸 水 ヲ加 ヘ テ 護 誤 栓 ヲ施 ンタ

ルレ後屡 く強 ク振 盈 シテ、室温 中 二作 用 セ シメ ルレ、 斯 ク

ン テ25分 間 同 質 化 ヲ促 シタ ルレ後Benzin1.Oc・aヲ 加

へ 再 ビ緊 密 二 栓 ヲ施 ン5分 間 強 ク 振 盟 ン テ 同質 化 シ

タルレ材 料 液 中 ノ結 核 菌 ヲBenzin二 吸 著 セ ン ムルレ然 ン

テ之 レヲ 遠 心 管 二 移 シ10分 間遠 心 ス(毎 分3・000廻

傳)材 料 液 トBenzinハ 上 下 二 層 二分 離 シテニ 層 ノ問

⊇ 白色 叉 ・・灰 白色 圓 板 状 ノ 中間 暦 ヲ生 ズ ノレ此 ノ部 分

/一 白金 耳 ヲ探 リ 培 養 基 二 接 種 ス ルレー 御 俘竈 中 二納

メ翌 日更 メ テ 「AOラ ヒ ンー:ニテ 試 験 管 ロ ヲ密 閉 シf;7℃

二培 養 シタ。

硫 酸法 、 前 舌 ト 同襟 試 験 管 二1・Oc・c・ノ喀 疾 ヲ探 リ10

倍 量 ノ5%硫 酸 水 ヲ加 へ護 誤 栓 ヲ施 シ振 燕 シテ、室 温

中 ニ テ同 質 化 ヲ促 ン 而 ンテ10分 間遠 心 ン 毎 分3;・000

廻 轄 沈 渣 ヲ ソ ノマ ・ 一 白金 耳宛 培養 基 二 接 種 ジ 直 チ

ニ試 験 管 ロ ヲ密 閉 ・y:]7℃ 二培 養 ス。

観 察 期 間 ハ40日 ト定 メ コ ノ期 間 内 二聚 落 形 成 ナ キ モ

録 【第12巻

ノハ陰 性 ト シ聚落 形 成 ノ剃 定 ハ 肉 眼 ヲ以 テ シタ。

實 験 成 績 蛇 二考案 。 共 ノ實 験 成績 ヲ総 括 ス レバBen・

zin集 菌 培 養 法 ハ陽 性 例 数 二 於テ ハ沈 澱 培養 法 ト差 異

ナ キ成 績 ヲ得 タルレモ 沈 澱 法 ガ 使 用 管全 部 二 聚落 ヲ形

成 セ ルレニ 反 シテ 観 察 期 間 内 二 途 二聚 落 ノ登 育 セ ザ ルレ

モ ノア リ。聚 落 駿 生 ノ遅 速 ノ鮎 二於 テ モ沈 澱 法 ヨ リモ

却 テ早 キ 少 徽 例 ア ルレモZF均 日数 二於 テ 約1Hノ 遜 色

がア ルレ且 ツ初 期 聚 落 密 度 モ 沈 澱 法 二及 バ ザルレ場 合 が

多 イ。

初期 聚落 密 度 ・・集 薗 ノ良 否 二關 係 ス ルレ、Benzinノ 結

核 薗 二封 ス ルレ集 菌 力 ハ 強 力 デ ハ ア ルレガ 材 料 液 ノ同 質

化 ガ 充 分 ナ ルレ場 合即 チ 菌 が 細 胞 粘 液 ヨ リ 材 料 液 中 二

遊 離 スルレ場 合 ニ ノ ミ有 数 デ ア リ、喀 疾 ノ如 キ粘 液 蛋 白

質 二富 メル 材 料 ノ同 質化 ノ・「ア ルレカ リ」剤 二依 ルレKoll

iguatiOI1ヲ 起 サ ン2・ルレコ トニ依 ツ テ 初 メ テ 完 全 デ ア

ソ テ硫 酸 ノ如 キ酸 類 ヲ以 テ ノ・K()agulationヲ 件 ヒ'1己

全 ナ ル同 質 化 ハ望 メ ナ イ。

結 論 ト シテU)Benzin集 菌 浮 上 培 養 法 ・・同 質 化 ノ不.

充分 ナ ルレ喀 啖 二 ・・適 當 デ ・・ナ/。(2)Benzin集 菌 浮

上 培 養 法 ・・沈 澱 培 養 法 二比 シ 聚 落 凝 育 ノ 鮎 二於 テ劣

ルレ。(奥 村 抄)

Lδwenstein氏 ノ血 液 中 ル結 核 菌 培 養 二封 ス ル疑

義
'h

山 川 辰 次(東 京騰 事 新 誌Nr.2S96)

著 者 ハ 倣 年 來 菌 血症 ノ問題 二 就 テ 種 研々 究 シテ 見 タ

ガL6wen・tein氏 等 ノ成 績1・相 距 ルレコ ト甚 ダ遠 ク而 シ

テL6wenstein氏 等 ノi業績 ヲ見1レ ト解 ケ ザルレ数 々 ノ謎

が ア ルレ依 ツ テ 此 ノ謎 ヲ公 ニ ンテ 世 ノ識 者 二間 ハ ン ト

ス ルレモ ノデ ア ルレト 冒 頭 ン 次 ノ数項 二就 キ 批 難 反駁 シ

テ 居 ルレ。

1)L6wenstein氏 ノ血 液 培 養 ノ方 法 ハ血 液 ヲ絢 樵 酸

曹 達 二探 ツ テ凝 固 ヲ防 ギ之 ヲ蒸 鯛 水 、酷 酸 「サ ポ ニ ン」

等 デ溶 血 ヲ起 サ セ テ遠 心 シ其 沈 渣 ヲ蒸 倒 水 デ2、;1同

洗 ヒ之 ヲ 典 ノ儘i氏 ノ 培 地 二植 ヱ ルレカ 叉 ハ・之 ヲ更 二硫

酸 デ虎 理 シテ夏 二蒸 偬 水 デ洗 ツ テ植 ヱ ルレノデ アルレ、而

ンテ 此 ノ場 合 血 色 素 ハ 結 核 菌 ノ 骸 育 ヲ阻 止 ス ルレモ ノ

デ ァ ルレカラ 溶 血 ヲ 起 ンタ 時 共 ノ沈 渣 ヲ白 ク ナルレ迄 洗

フ ト云 フ ノデ ア ルレが 多 ク ノ學 者 ハ 血 色素 ノ、寧 口登 育

ヲ培 進 ス ルレモ ノデ ア ルレ ト云 フ意 見 ニー一致 ン テ ヰルレ、著

者モ實 験 的 二 之 ヲ 詮 明 ンテ ヰ ルレヌ.結核 薗 ハ比 重 ガ低

イ故 氏 ノ標 二何 同 モ 遠 心 シテ 上 澄 ヲ 棄 テ ルレトス レバ

上 澄 ト共 二流 出 ス ル 結 核 歯 モ 多 塚ダ ラ ウ ン 叉 雑 薗 ノ
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侵 入 ノ程 度 モ 多 イ ダ ラ ウ ト 云 フ コ レ ・想 像 二難 ク ナ

イ。

2ルL6wenstein氏 ノ・藪 多 イ研 究 ヲ登 表 ンテ居 ルレ
=が共

ノ都 度 培 養 法 及 塵 方 ヲ 改 良 シテ 居 ルレが 如 何 ナ ルレ鮎 ヲ

改 良 ンタ トカ 如 何 ナ ルレ鮎 が 良 ク ナ ツ タ トカ 云 フ コ ト

ニハ ー・言 モ燭 レテ居 ナ ィ
、追 試験 者 二 トツ テ ハ誠 二煩

ノ'シ イコ トデ ア ルレ何 故 二何 ノ培 地 ヲ用 ヒテ 何 ノ方 法

デ行 ヘ バ ー 番 良 イ 成 績 ヲ得 ルレコ トが 日i來ルレカ ド云 フ

コ トヲ明 ニ シテ呉 レナ イ デ ア ラ ウカ
。

3)L6wenstein氏 ノ研 究 登 表 力・臥 ノ注 目 ノ的 け

ツ タ ノハ 何 トシテ モ 其 ノ花 々 シイ 陽 性 傘 デ ア;レ帥 チ

氏 等 ノ最 初 ノ成 績 ハ重 症 肺結 核 及粟 粒 結 核 ユ00%
、皮

膚 結 核SO-90%、 腸結 核100%、 喉頭 結 核68% 、 骨

結 核50-6%、 關 節 「・ イ マ チス」100タ6、 球 後 親 紳 経

炎80タ6・ 早 獲性 擬 呆39タ6、 共 他 氣 管枝 性 喘 息 、 舞 踏

病 ・多 號 性 硬 化 症 、交 感性 眼 炎 等 ニモ高 度 ノ陽 性 卒 ヲ

示 シテ ヰ ルレ、而 シテ培 地 ノ改 良培 養 法 ノ改 良 技術 ノ進

歩 ト共 二 陽性 卒 力仮 封 二 次 第 二 減 少 ンテ ルレノ・・解 シ

粂 子 ルレ.L6wenstein氏 ノ以 夕Fノ研 究 者 達 ノ成績 ヲ集

メ之 ヲ聚 落 號 見 ヲ基 礎 トン タ モ ノ、顯 薇鏡 的検 査 ヲ以

テ シタ モ ノ、肉 眼 的 ニ モ顯 微 鏡 的 ニモ 全然 陰性 ノモ ノ

ニ匪 別 シテ統 計 ヲ トツ テ見 ルレト肺結 核3 .彫6、 皮 膚 結

核L3夙 泌尿 生殖 器結 核9.296、 關 節 「P4マ チヌ 」

4・8%、 骨結 核20.2%ト ナ リ 叉 文 厭 上.・一一表 ハ レタニ

三 ノ統 計 的戊 績 ヲ見 テ モL6wen・tein氏 ノ成 績 ト比

較 ス ルレ時 格段 ノ相 違 ガ アルレ。 同 ジ 方 法 デ ヤ ッ テ何故

L6wenstein氏 等1・同様Z成 績 ヲ得 ルレコ1・ガ 出來 ナ イ

ノ デ アルレカ、 是 等 ノ追 試 者 ノ中 二・・直接L6wenstein

氏 二手 ヲ取 ツ テ 敏 ヘ テ貰 ツタ 人 モ ア ルレが ソ レ ダ ノニ

陽性 率 ノ少 イ ノハ 不 可思 議 デ ア ルレ。L6wenstein氏 ノ

許 デ ハ結 核 性疾 患 ヲ有 ンナ イ 徽 毒 ヤ 淋 病 ノ標 ナ 患者

デ モ高 陽 性 卒 ヲ示 ンテ ヰ ルレ。此 ノ陽 性 率 ノ高 イ原 因 ノ

ー ツ ノ・L6wenstein氏 等 ガ其 ノ陽 性 決 定 ノ際 二聚 落 ノ

無 イ モ ノデ モ 培 養 基 ノ表 面 ヲ 削 リ取 ツ テ 之 ヲ染 色 シ

輩 二抗酸 性 ノモ ノ ガ ア ツ タ バ カ リデ 陽性 ト 決 定 ス ルレ

ノデハ ナ カ ラ ウヵ。

4)L6wenstein氏 ハ血 液 培養 ハ結 核 病 診 断 ノー番 正

確 ナ方 法 デ アルレ ト シテヰ ルレガ 少 ク1・モ 著 者 ノ實 験 デ

ハ診 噺 的 債 値 ハ殆 ドナ イ1・云 ツ テ差 支 ナ イ、叉 氏 ハ血

液 培 養 ハ 豫 後 ヲ 決定 ス ルレノー モ 非 常 二役 立 ツ モ ノ ト

シテ ヰルレガ 著 者 ノ實 験 デ ハ 死 ノ豫 告力"出 來 ルレ位 ナ モ

ノデ アルレ。

5♪L6wenstein氏 ・・結 核 ・・慢 性 ノ薗 血 症 デ ア ルレト栴

ンテヰ ルレガ 著 者 ノ 實 験 デ ハ 重 症 患 者 ノ末 期 テ サヘ モ

必 ズ ンモ菌 が 謹 明 サ レルレモ ノ デ ハナ イ コ トヲ知 ツ タ。

著 者 ハ結 核 二 於 ケ ルレ菌 血症 ・・登 作 的 二 血 中 二移 行 ス

ルレモ ノデ 時 期 デ 言 ヘ バ 初 感 染 ノ様 ナ 早 イ時 期 及 ビ重

症 結 核 ノ末 期 、叉 冤疫 學 的 方面 カ ラ云 ヘ バ抗 禮 充 分 生

産 サ レテ ナ イ時及 ビ抗 腱 が 一 旦 生産 サ レテ モ 勇 艘 ガ

弱 ツ テ來 テ次第 二抗 膿 ガ 消 失 シタ時 期 帥 チ陰 性 「ア 子

ル ギー」ノ時 期 叉 肺 二攣 化 ナ ク トモ 肺 外臓 器結 核 ノ存

ス ノレ場 合等 二 屡 く茜 血 症 ノア ルレコ トヲ 謹 明 シ テヰ ルレ

L6wen・tein・ 薗 血 症 二封 スルレ考 へ ・・本 當 デ ナ 卦 思

フ・(奥 村 抄 ン

會報遊雑報

〇十一 月中新入會者

藤 上 光 雄 奈良縣吉野町吉野山 芳:野病院 内

黒 川 清 之 東京市牛込匠新小川町ニ ノ三

讐ボ療騒 熊本縣宇土郡戸馳村
助 川 浩 大阪市東庭大阪府廠工場課内工場衛

生研究會理事

松 田 キ ョ モ 東京 市中野匿江古 田三丁 目ガーテ ン

ホー ム内

O藤 浪前會長 ノ言ト

本學會前會長、評議 員藤浪鑑博士 ・・11月18日 長逝 セ

ラルレ、謹 ミテ哀悼 ハ意 ヲ表 ス。

11月20日 京部帝 國大學病理 學歌 室二於 ケルレ告別式 二

・・本學會 ハ 花輪 ヲ供 へ 幹事三戸 時雄 氏會長代理 トシ

テ弔詞 ヲ捧 呈 セ リ。




